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１ 水災害対策プラン策定の背景

▪近年、気候変動等による豪雨により、毎年のように全国各地で自然災害が頻発しており、相対的に治水
安全度が低下している。
▪今後は、実績降雨に基づく計画から気候変動による降雨量増加を考慮した計画へと見直し、集水域
（雨水が河川に流入する地域）から氾濫域（河川等の氾濫により浸水が想定される 地域）にわたる流
域に関わるあらゆる関係者が協働し対策を行う「流域治水」への転換が必要。
▪流域治水は、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるため
の対策、 ③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策、をハード・ソフト一体で多層的に進める。

1. 「流域治水」への転換

（出典：「流域治水」の基本的な考え方（国土交通省 水管理・国土保全局）） 2
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１ 水災害対策プラン策定の背景

「重点対策流域」 位置図

静岡県では、これまで取り組んできた「豪雨災害対策アクションプラン」の実績を活かしつつ、特に浸水被害が著しい県
下10流域（14地区）で気候変動も踏まえた被害軽減対策として「水災害対策プラン」の策定に取り組んでいる。令
和５年度からは、令和４年の台風第15号による浸水被害を踏まえ、これまでの水災害対策プラン対象流域に今回被
害の大きかった5流域を加えた県内15流域を「重点対策流域」に位置付け、「流域治水」を強力に推進する。

● 「重点対策流域」一覧表（青字は策定済（R5.5現在）

2. 水災害対策プラン（重点対策流域）とは

長期の取組
気候変動による将来予測を考慮した降雨量に対して、河川対
策や流域対策のハード対策と、水害リスクの高い地域からの居
住誘導などのソフト対策を組み合わせた効果的な減災対策

短期の取組
（アクションプラン）

長期の取組を見据えたうえで、令和元年東日本台風や令和３
年７月梅雨前線豪雨など、近年浸水被害が発生した地区等を
対象に、床上浸水被害の解消などの目標を設定し、今後概ね
５～10年で実施するハード・ソフト対策

沼川・高橋川
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番号 流域 河川名（地区名） プラン 台風15号

① 狩野川中流域 狩野川中流域、大場川左岸 〇

② 富士川流域 沼川・高橋川、江尾江川
伝法沢川・和田川・小潤井川 〇

③ 興津川流域 興津川 〇

④ 庵原川流域 庵原川 〇

⑤ 巴川流域 巴川 〇

⑥ 安倍川流域 丸子川 〇

⑦ 瀬戸川流域 石脇川 〇 〇

⑧ 高草川流域 高草川 〇 〇

⑨ 小石川流域 小石川 〇 〇

⑩ 栃山川流域 黒石川
栃山川・木屋川・成案寺川 〇 〇

⑪ 坂口谷川流域 坂口谷川 〇 〇

⑫ 太田川流域 袋井市中部、敷地川
ぼう僧川・今ノ浦川

〇 〇

⑬ 馬込川流域 浜松市南部
馬込川上流・中流

〇 〇

⑭ 天竜川流域 安間川、一雲済川 〇 〇

⑮ 都田川流域 堀留川 〇

※プラン ：水災害対策プランの策定対象流域 ※台風15号：令和４年の台風15号で浸水被害が発生した流域



２ 水災害対策プラン検討の経緯

11月15日

４月27日
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年
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５
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度

３月22日

５月19日
（本日）

12月27日
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沼川（高橋川）流域治水協議会（準備会）

○流域治水協議会の設立
・設立趣旨書（案）、規約（案）について
・アクションプラン、流域治水プロジェクト、水災害対策プランについて
・流域治水対策メニュー（案）

第１回 沼川（高橋川）流域治水協議会

○流域治水協議会の設立に向けて
・アクションプランから水災害対策プラン
・令和３年７月梅雨前線豪雨による被害ほか

沼川（高橋川）流域治水協議会 第１回幹事会
○水災害対策プラン（原案）の提示
○原案に対する意見照会
○令和４年台風第15号を受けての対応（参考）

沼川（高橋川）流域治水協議会 第２回幹事会
○原案に対する意見と対応
○水災害対策プラン（案）の確認

第２回 沼川（高橋川）流域治水協議会
○水災害対策プラン（案）の提示

水災害対策プランの策定・公表（資料３へ）



３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
1. 水災害対策プランの構成
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・沼川流域は、旧東海道の原宿および吉原宿を含む沼津市西部から富士市東部に跨る地域であり、国道1号やJR東
海道線などの主要交通が東西に通過していることから、開発ニーズの高い地域である。
・沼川流域のうち、沼川第２放水路より東側の区域である“沼川（高橋川）流域”を今回の対象区域とする。
・県道三島富士線から国道１号に挟まれる地域は、かつては浮島沼と呼ばれた低地帯であり、降雨による流水が集まり
やすい地形となっている。
・昭和53年頃を境に、企業の進出や団地・住宅の建設が進められ、高橋川の沿川まで市街地が急拡大している。

３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
2. 流域の概要（プラン冊子2頁から7頁）

平成22年

← 高橋川



▪近年大きな浸水被害をもたらした洪水は、平成19年７月の台風第４号（床上浸水22戸、床下浸水99
戸）、令和３年７月の梅雨前線豪雨（床上浸水166戸、床下浸水128戸）であり、特に低地の青野地
区と原・西添地区に集中している。
▪浸水被害の要因としては、高橋川や沼川のほかそれらに流入する普通河川や水路などの流下能力不足、低
地への雨水の湛水や市街化の進展に伴う遊水・保水機能の低下など、外水氾濫と内水氾濫を伴う様々な要
因が複合して発生していると考えられる。

３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
3. 近年豪雨による浸水被害の分析（プラン冊子8頁から13頁）

年月 洪水名 

浸水家屋（戸数）※1 雨量規模 

計 床上 床下 

３時間雨量※2 24 時間雨量 

雨量

（mm） 

年超過確率 

※3 

雨量

（mm） 

年超過確率 

※3 

平成 19 年 

７月 
台風第４号 121 22 99 79.9 1/3～1/5 272.2 1/20～1/30 

平成 26 年 

10 月 
台風第 18 号 50 5 45 83.9 1/3～1/5 239.4 1/10～1/20 

令和 3 年 

７月 
梅雨前線豪雨 294 166 128 93.7 1/5～1/10 346.5 1/50～1/80 
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出典：気候変動を踏まえた治水計画のあり方提言（国道交通省）

▪気候変動により、今後気温が2℃上昇すると、平均海面水位は0.59m上昇し、降雨量は全国平均で
現在の降雨量の1.1倍になることが予測されている。

３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
4. 気候変動による氾濫リスク（プラン冊子14頁から18頁）



３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子19頁）

項 目 長期的な取組 短期的な取組

目 標

・対象外力に対して、壊滅的な被害を回避す
るため
①床上浸水の解消
②床下浸水・道路冠水等の浸水被害の軽減
③逃げ遅れによる人的被害をなくすこと
④氾濫発生後の社会機能の早期回復

・長期対策を見据えた上で、対象外力に対し
て、
①床上浸水を概ね解消すること
②逃げ遅れによる人的被害をなくすこと
③氾濫発生後の社会機能の早期回復

対象区間 沼川（高橋川）流域 浸水被害が頻発している
青野地区及び原・西添地区

対象期間 将来 プラン策定から概ね10年間

対象外力
河川整備における将来計画の計画降雨量

(年超過確率１/50)の 1.1倍
令和３年７月の梅雨前線豪雨

（実績洪水）

■水災害対策プランの基本方針■
・沼川（高橋川）流域を対象とし、河川管理者による河川改修を進めることはもとより、住民一人ひとりに
至るまで流域のあらゆる関係者が、浸水被害の実態や原因、対策の目標について認識を共有し、流域全
体が協働して取り組む「流域治水」による対策を示す。
・また、長期的な取組と短期的な取組に分け、それぞれの目標の達成を目指す。

9
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３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子23頁）

■流域治水の「３つの対策」の方向性■

（出典：「流域治水」の基本的な考え方（国土交通省 水管理・国土保全局））

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
河川の流下能力の維持向上のための河川対策と流域内で雨水を貯留する流域対策（ハード対策）が該当する。

②被害対象を減少させるための対策
今後の流域内における市街化の進展を見据え、防災まちづくりの観点から、浸水リスクを軽減し、またはこれ以上増加

させないための対策であり、主に、都市計画や土地利用に関する施策が該当する。
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
地域住民の生命を守り、被災しても地域が機能不全に陥ることのないよう、避難体制の強化や社会機能の早期回復

のための対策であり、主に、避難や社会機能の早期回復に資するソフト対策が該当する。



３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子24頁から30頁）

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策■
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◆長期的な取組（短期的な取組に加え、現時点で考え得る対策を想定）
（1）河川対策

・河道整備（将来計画規模での沼川新放水路等の河道整備）
・雨水貯留地の整備（流入支川を含めた上流域での貯留池の整備）

（2）流域対策
・田んぼダム（水田貯留）
・校庭貯留 （流域内の学校における貯留）
・公園貯留 （流域内の公園等における貯留）

将来計画規模の沼川新放水路の標準断面図（築堤区間）

築堤区間

流域対策の想定箇所



３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子24頁から30頁）

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策■

◆長期的な取組による減災効果

河川整備における将来計画外力（年超過
確率１/50）の1.1倍に相当する降雨に対し
て浸水深が45㎝以上となる浸水面積

①対策前（現況河道）
A=107.5ha

②河川対策を実施（将来計画規模）
A=27.6ha

③更に流域対策を実施
A=20.0ha

長期的な河川対策と流域対策を実施した
としても、床上浸水（浸水深45㎝以上）が
残る地域があるため、流域全体で浸水被害
の軽減に向けた更なる対策を進めていく必要
がある。
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３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子24頁から30頁）

◆短期的な取組
（1）河川対策

・河道整備
―流下能力等の向上（現行計画に基づく河道改修や排水機場の増強など）
―流下能力等の維持（第２放水路の維持管理（トンネル）や排水機場の自動化など）

・雨水貯留地の整備（井戸川雨水貯留池の整備）
（2）流域対策

・公共施設貯留 （狩野川西部浄化センターや市営今沢団地）
・水田貯留（田んぼダム）の可能性の検証

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策■

 

項目 対策内容 

河川

対策 

・沼川新放水路（仮称）の整備（静岡県） 

・高橋川の河道拡幅（静岡県） 

・高橋川の堤防強化（静岡県） 

・沼川第２放水路の河道掘削及び護岸強化（静岡県） 

・井戸川雨水貯留池の整備（沼津市） 

・雁作川の河道整備（沼津市） 

・青野排水機場の排水能力の増強（沼津市） 

・沼川第２放水路の維持管理（トンネル部）（静岡県） 

・前川排水機場の長寿命化及び自動化（沼津市） 

流域

対策 

・狩野川西部浄化センター調整池の整備（静岡県） 

・市営今沢団地建替における雨水貯留施設の整備（沼津市） 

・水田貯留（田んぼダム）の可能性検証（静岡県、沼津市） 

短期的な取組の主な対策内容 短期的な取組の主な対策位置



３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子24頁から30頁）

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策■
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◆短期的な取組による減災効果
（対象外力である令和３年７月梅雨前線豪

雨に対し）

①床上浸水となる浸水深45㎝以上の範囲
対策前 A=52.8ha（市街化区域内）
対策後 A=10.6ha（市街化区域内）

②床上浸水戸数（市街化区域内）
対策前（実績）
・原・西添地区 N=113戸
・青野地区 N= １戸

小計 N=114戸
対策後（推算）
・原・西添地区 N= 0戸
・青野地区 N= 1戸

小計 N= 1戸

床上浸水となる浸水深45㎝以上の範囲は
1/5程度まで縮小（42.2ha減）し、原・西
添地区と青野地区で合わせて114戸あった床
上浸水は概ね解消する結果となった。
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３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子31頁から35頁）

■被害対象を減少させるための対策■

立地適正化計画に定めた防災
指針に基づく取組の推進

・防災まちづくりの推進を図るため、沼津市において立地適正化計画の居住誘導
区域等における防災対策・安全確保策を定めた「防災指針」（作成中）に基づく
取組を推進する。

雨水浸透施設・雨水貯留施設
設置費補助金制度の普及促進

・雨水浸透・貯留施設を設置する住民等に対して、補助金を交付するの制度の継
続を通じて、まちづくりの一環として貯留浸透施設の普及促進に努める。

沼川流域整備計画の改定に向
けた検討

・現計画に基づき開発行為が行われる際には調整池の設置などを指導しているとこ
ろであるが、時間の経過（H4.4策定）とともに流域内の状況が当時と大きく異
なっていることから、現在の状況に合わせた計画の改定に向けた検討を進める。

立地適正化計画策定の基本的な考え方（出典：国土交通省 水災害リスクを踏まえた防災まちづくりのガイドライン（概要））
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３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子36頁から38頁）

避難行動を促すための取組
・氾濫や溢水が生じやすい河川における水位観測や、主要幹線における冠水状況の監
視を行い、情報提供を行う。
・水害リスク情報を踏まえ、ハザードマップの作成・公表や「わたしの避難計画」（マイ・タ
イムライン）の普及を図る。

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策■

マイ・タイムラインの考え方（出典：国土交通省HP）

水害リスク情報の充実
・河川における洪水浸水想定区域図（公表済み）や下水道における雨水出水浸水
想定区域図を作成・公表し、水害リスク情報空白域の解消を目指す。
・降雨による土砂災害の危険性を住民に周知するため、土砂災害計画区域標識等の
設置を進める。

内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）（出典：国土交通省HP）



３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子39頁から41頁）

■水災害対策のロードマップ■
・「①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」、「②被害対象を減少させるための対策」、「③被害の
軽減・早期復旧・復興のための対策」の視点から、短期的（今後概ね10年）に取り組む内容を整
理した。整理においては、具体的な施策名やその対策量の記載に努めるとともに、実施主体や実施機関
についても明示した。
・なお、今後も流域治水の更なる推進を図るため、新たな対策の掘り起こしの検討を継続して実施する。

対策量 機関 担当課 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14

a 沼川新放水路(仮称)の整備 L=2.3km 静岡県 沼津土木事務所沼川新放水路整備課 ハード

b 高橋川の河道拡幅 L=485m 静岡県 沼津土木事務所沼川新放水路整備課 ハード

c 高橋川の堤防強化 L=400m 静岡県 沼津土木事務所沼川新放水路整備課 ハード

d
沼川第２放水路の河道掘削及び護岸
強化

L=400m 静岡県 沼津土木事務所沼川新放水路整備課 ハード

e 雁作川河道整備 L=102m 沼津市 建設部河川課 ハード

f 青野排水機場の排水能力の増強 N=１基 沼津市 建設部河川課 ハード

g 東部前川排水系統の見直し・整備 L=200m 沼津市 建設部河川課 ハード

h
(都)金岡浮島線整備に伴う排水系統
の見直しの検討

―
静岡県
沼津市

沼津土木事務所都市計画課
建設部河川課、建設部道路管理課

ハード

i
下水道メニューにおける浸水対策の
検討及び実施

― 沼津市
水道部下水道整備課
建設部河川課

ハード

j 井戸川雨水貯留池の整備 N=１基 沼津市 建設部河川課 ハード

k
狩野川西部浄化センター調整池の整
備

V=27,800m3 静岡県 沼津土木事務所下水道課 ハード

l 砂防堰堤への雨水貯留機能の付加 N=１基 静岡県 沼津土木事務所工事第１課 ハード

m
市営今沢団地建替における雨水貯留
施設の整備

契約後検討 沼津市 建設部住宅営繕課 ハード

n 水田貯留(田んぼダム)の可能性検証 ―
静岡県
沼津市

東部農林事務所農村整備課
産業振興部農林農地課

ハード

o
流域内道路の歩道舗装（透水性舗
装）（県道三島富士線BPなど）

新設又は
更新に応じて

静岡県
沼津市

沼津土木事務所関係各課
建設部道路建設課

ハード

p
開発許可に伴う調整池設置基準の見
直しの検討

― 沼津市
都市計画部まちづくり指導課
建設部河川課

ソフト

q
沼川第２放水路の維持管理(トンネ
ル部)

― 静岡県 沼津土木事務所沼川新放水路整備課 ハード・ソフト

r 前川排水機場の長寿命化及び自動化 N=１基 沼津市 建設部河川課 ハード

　これから実施するもの 　　すでに実施しているもの

　これから検討・計画するもの 　　すでに検討を始めているもの

沼川（高橋川）水災害対策プラン　短期対策　ロードマップ（1/2）

分類
実施内容 実施主体 実施期間

備考
施策名

①氾濫をできるだ
け防ぐ・減らすた
めの対策
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対策量 機関 担当課 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14

s
流域内の排水機場の更新及び長寿命
化

N=16基 沼津市 建設部河川課 ハード

t
河川パトによる土砂堆積状況等の把
握と適切な維持管理（高橋川など）

―
静岡県
沼津市

沼津土木事務所関係各課
建設部河川課

ハード・ソフト

u 新たな対策の掘り起こしの検討 ― ―
本協議会構成員を含む流域内のあら
ゆる関係者

a
立地適正化計画に定める防災指針に
基づく対策の実施

― 沼津市 都市計画部まちづくり政策課 ソフト

b
雨水浸透施設・雨水貯留施設設置費
補助金制度の普及促進

― 沼津市 建設部河川課 ソフト

c
沼川流域整備計画の改定に向けた検
討

―
静岡県
沼津市

河川企画課ほか関係各課
建設部河川課ほか関係各課

ソフト

d 新たな対策の掘り起こしの検討 ― ―
本協議会構成員を含む流域内のあら
ゆる関係者

a
雨水出水浸水想定区域の指定及び内
水ハザードマップの作成

― 沼津市
建設部河川課
水道部下水道整備課

ソフト

b 土砂災害計画区域標識等の設置 N=15基程度 静岡県 沼津土木事務所企画検査課 ソフト

c
避難行動や被害軽減行動を促すため
の情報配信事業

― 沼津市 危機管理課 ソフト

d
住民が主体的な避難行動につなげる
ためのマイ・タイムラインの普及

― 沼津市 危機管理課 ソフト

e 新たな対策の掘り起こしの検討 ― ―
本協議会構成員を含む流域内のあら
ゆる関係者

　これから実施するもの 　　すでに実施しているもの

　これから検討・計画するもの 　　すでに検討を始めているもの

①氾濫をできるだ
け防ぐ・減らすた
めの対策

②被害対象を減少
させるための対策

③被害の軽減、早
期復旧・復興のた
めの対策

沼川（高橋川）水災害対策プラン　短期対策　ロードマップ（2/2）

分類
実施内容 実施主体 実施期間

備考
施策名



３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
5. 沼川（高橋川）水災害対策プラン（プラン冊子42頁）

■水災害対策のロードマップ■
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▪対策効果の早期発現のため水災害対策プランに位置付けた施策を実施するとともに、引き続き協
議会において進捗管理を実施しながら対策効果の検証や必要な改善を行い、関係部局が連携して
浸水被害の軽減に取り組んでいく。
▪近年最大の浸水被害をもたらした令和３年７月の梅雨前線豪雨を短期の取組の外力としたが、
この水災害対策プランの期間中にこれを上回る規模の水害が発生した場合には、当該水害を分析の
上、対象外力の見直しも含めたプランの検証（PDCA）を行う。

【水災害対策プランのPDCAサイクル図】
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３ 沼川（高橋川）水災害対策プラン
6. 水災害対策プランの今後の進め方（プラン冊子43頁）


